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「経済同友会中国委員会 中国視察レポート」

成都と北京で考える

株式会社 開倫塾

取締役社長 林明夫

１．成都直行便を歓迎する

(１)従来、北京や上海で乗り継いだ成都に ANA の直行便が乗り入れたおかげで、四川省が一気に

身近になった。

(２)人口 9000万人を超す四川省と日本の交流促進のために、成田―成都の直行便は有難い限りだ。

(３)発展著しい中国各地への、成田に限らず日本各地の空港からの直行便の運行は、日本と中国の

交流促進に極めて有益。

(４)日本の地方経済や地方空港の活性化に直結する。

２．四川大地震と東日本大震災の教訓の共有化を

(１)地元では汶川地震と呼ばれる 2008年 5月 12日に発生した四川大地震と 2011年 3月 11日の東

日本大震災の教訓は数多く存在すると考える。

(２)建物の構造だけでなく、震災に強い街づくり、震災に備えた教育、復興策など、共に考えれば

将来の教訓になるテーマも多い。

(３)被災され尊い生命や財産を失った方々はもとより、中国や日本の将来、世界の将来のために、

両国が大震災によって学んだことを、時期が来たら腰を落ち着けて共同研究したらと考える。

３．パンダはやはり可愛い限り

(１)経済同友会のミッションとしては珍しいことかもしれないが、パンダ繁殖園を視察先に入れて

頂いたことは、パンダ好きの私には有難かった。

(２)日本ではあまり見ることのできないパンダをゆっくり、それも何頭も見ることができたからだ。

(３)5～ 6頭もの生まれたてのパンダも身近に見ることができた。

(４)パンダはやはり可愛いの一言に尽きる。

４．一度は見るべし西部国際博覧会

(１)アジアやロシア、中東諸国の中国西部への関心、投資意欲、つまり当地に何を売り込みたいの

かがよく読み取れるのが、この博覧会だ。

(２)人口 1億人に迫る四川省や周辺の西部地区から中国側の買い手が集まるので、こんなビジネス

チャンスを逃す手はない。

(３)日本からの出店は、他の国々と比べようもない程少なかったのは残念の一言に尽きる。

(４)ビジネスチャンスを中国西部にという企業は、来年是非出店すべきだ。

５．西部金融フォーラムはじめ西部地区での国際会議への参加促進を

(１)日本経済界を代表しての石原団長のスピーチは素晴らしかった。
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(２)今後、数多く開催されるであろう西部地区での国際会議には、経済同友会は積極的にメンバー

を派遣して、相互理解を促進すべきだ。

６．経済同友会と四川省政府との経済交流の促進を

(１)黄小祥四川省副省長との会見や晩餐会、副省長の訪日と覚書き調印などの成果を踏まえ、経済

同友会と四川省政府との経済分野における交流・協力の深化をすすめるべきだ。

(２)来年度に向け具体的行動を期待したい。

７．中国社会科学院、国家発展改革委員会とのより積極的な意見交換を

(１)経済同友会と中国政府中枢との関係強化を、中国社会科学院と国家発展改革委員会とのより積

極的な意見交換で果たすべきだ。

(２)経済同友会のすべての提言を、英訳・中国語訳して両機関に送付し続けることを提案したい。

８．中国大使館や日本からの進出企業、日本政府の出先機関の側面的支援を

(１)日本の国益を代表して中国で活躍する人々を支援することは、日本国民の義務と考える。

(２)意思決定スピードの速い国家資本主義とよい意味で経済上の競争をし、勝ち抜くには、国家戦

略として中国で活躍する日本人の支援をすべきである。

(３)経済同友会はその先頭に立つべきと考える。

以上


